
　歯周治療は歯科臨床の基盤であり，炎症の改
善をはかるとともに，患者さんと診療室の良好
な関係を築くことができる大切な治療だと考え
ます．特に歯周基本治療は，歯科衛生士がかか
わる処置が多いため，歯科医師と共通認識をも
ち，処置を進めることが重要です．
　本書『歯周基本治療で治る！歯周基本治療で
治す！』は，豊富な口腔内写真や X 線写真に
よって歯周基本治療の効果を学び，歯科衛生士
としてレベルアップできる一冊です．
　Chapter 1 では，歯周基本治療で治癒した
症例を提示し，炎症が改善すると歯周組織や歯
はどのように変化するのか，各症例のポイント
が解説されています．治療の結果，歯周組織が
回復するだけでなく，歯が移動し，骨が安定す
ることが各種資料によって示され，歯周基本治
療の効果がわかりやすく解説されています．

　Chapter 2 では，歯周基本治療にはどのよ
うな知識や技術が必要なのか，治療の流れとと
もに解説されています．歯周基本治療のレベル
が上がる臨床ヒントとして，歯肉の変化を予測
したブラッシング指導の方法や効果的な SRP
技術について解説されており，“歯科衛生士力”
を上げるための臨床ヒントともなります．特に
SRP は，歯科衛生士の技術が求められる処置で
あり，確かな技術で歯周治療に取り組んでいる
牧野先生の手技の実際はとても勉強になりま
す．牧野先生は，SRP 成功の鍵は，「根面や歯
周組織を知ること，キュレットの管理ができる
ことなど総合力のアップにある」としています．
そのような視点で SRP に取り組むことで，「歯
周基本治療で治す」ための SRP が行えるよう
になるでしょう．
　そして，Chapter 3 では，Chapter 1 で示
された症例の詳細を提示し，歯周基本治療の意
義が解説されています．歯周基本治療によって
炎症を改善した後に歯周外科治療や補綴治療に
臨むということは周知のことでありますが，紹
介されている症例は，ブラッシングによって歯
肉が理想的な形態になり，SRP で歯や骨が安定
して維持されている，歯科衛生士が目標とする
症例ばかりです．また，歯周基本治療を行うと
きに理解しておくべき歯科医師の診断，処置に
ついても学ぶことができ，歯科医師との共通認
識を深めることができます．効果的な歯周基本
治療を行うことで，歯周外科治療が減り，補綴
治療をはじめとした歯科治療の効果が維持でき
るのです．そこに歯周基本治療の意義があるの
ではないでしょうか．
　本書には，「歯周治療は歯科医師と歯科衛生
士がイメージを共有し，適切な役割分担がなさ
れることが重要です」と書かれています．歯科
衛生士が歯科医師と共通の視点をもち，歯周基
本治療で適切な役割をはたすためにぜひ読んで
いただきたい一冊です．
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歯科医師との共通認識をもって
歯周基本治療に取り組むために……
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